
広報ごしょがわら 

機 
鱗購究 2繊携晩輔 

フアミリ噸子スキー教室 

五所川原スキー協会（中谷員瑳夫会長）主催の

スキー教室が 1月22日、グリーンバイオ村ファ

ミリースキー場で開催され、ゲレンデに子ども

たちの元気な声が響き、お昼には楽しみにして

いた豚汁を味わいました。 
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〈今月の市民〉 
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国
 

大
雪
長
舎
塁
活
お
深

刻
な
 

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で

は
二
月
三
日
、

昨
年
に
続
き
豪
雪
対
策
 

《
 

本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
 

‘
 

市
職
員
に
よ
る
除
雪
隊
を
編
成
す
る
な
 

‘
 

ど
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い

ま
す
。
 

‘
 

ま
た
、
諸
団
体
や
学
校
が
除
雪
ボ
ラ
 

，
』
》
．
 
ン

テ
ィ
ア
を
展
開
し
、
雪
に
苦
慮
し

て
 

市適商工 
青年部 

「アイス・クリーンアート」 と称し「地域を

元気に」「自然を利用して地域に返す」 という

発想で、アトム保育園前に現れたキティちゃん

とドラえもん・ドラミちゃんの巨大雪像と大型

すべり台。市浦商工会青年部が先頭になり、ア

トム保育園父母の会員等の協力で、アトム保育

園の非常口や園庭を除雪した雪で作り、園児に

喜ばれています。商工会青年部代表の八木津さ

んは、「子どもたちの喜ぶ姿に疲れも飛びます。 

地域が元気になれば自分たちも元気になる。地

域の安全を守り、かつ喜ばれる活動を今後も続

けて行きたい」 と意気込みを語ってくれました。 

30名が 4班に分かれて高齢ー人
暮し宅約45戸を訪れ、玄関や窓付

近などを中心に家の周りを除雪し

災害時の避難経路を確保しました。訪問先のお年寄り

からは、「雪片付けが十分できず、どうなるかと心細

かった。これで安心して暮せます」 との言葉が聞かれ

ました。 

蝿
麟
 

n
l」

 へ
“』
 

い
た
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
保
育
園

か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
 

塞
］
ブ
ツ」
玄町
ア
賢圏
 

血砺棚原衷高等学機 
全学年から除雪ボランティアの希望者を募って委員

会を結成し、第ニ中学校学区内でー人暮しの高齢者宅

から要望を受け除雪活動をしました。同校の除雪ボラ

ンティアは毎年行われ、今年で 8年目となります。 

参加した生徒たちは、計 5日間にわたって窓に迫る 

● 軒下の雪や生活通用路を重点的に除雪しました。男子

生徒が外で雪かきをし、女子生徒がお年寄りの話し相

手をするなど、地域と学校の交流を深める活動となっ

ています。 

市浦中学校1年生22名・2年生30名による相内地区 

Qメ二人暮らしの高齢者世帯の「雪かき奉仕活動」が行

われました。 それぞれ 4 班・ 8班に分かれ、玄関前の

雪や、屋根から落ちた雪を熱心に片付けました。生徒

たちは、お年寄りから「助かるよ。本当にありがたい」 

という感謝の言葉を聞くと励みになり、これからも頑

張ろうという気持ちになると話していました。 
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創
戴
工
麦
に
あ
ぷ
れ
た
 

力
御

5
回
易
鳥
並
ぶ
 

第
1
回
五
所
川
原
市
内
小
・
中
学
校
美
術
展
 

ノ 

旧
金
木
町
出
身
の
大
相
撲
力
士
・
北

勝
岩
（
本名
原
田
治
・
八
角
部
屋
）
が
、
 

初
場
所
の
七
番相
撲
で
十
両
復
帰
を
決

め
て
、
新
市
最
初
の
関
取
にな
り
ま
し

た
。
 

「十
両
を
陥
落
し
て
か
ら
三
年
半
は

辛
抱
の
連
続
で
し
た
」
と
苦
労
を
話
す

北
勝
岩
は
、幕
下
付
け出
し
で
デ
ビ
ュー

 

し
て
二
年
目
に
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
を患

い
腰
痛
が
慢
性
化
、
そ
の
痛
み
が
ひ
ど
 
 く

て
悩
ん
で
いま
し
た
。
 そ
れ
で
も
、
 

日
々
け
い
こ
に
励
み
相
撲
を
取
り
続
け

ま
し
た
。
 

な
か
な
か
勝
て
なか
っ
た
頃
、
相
撲

を
辞
め
よ
う
と
思
った
と
き
も
あ
り
ま

し
た
が
、
辛
抱
で
き
た
の
は
、
「少
年

時
代
か
ら
の
憧
れ
で
あ
っ
た
同
郷
の
海

鵬
関
よ
り
も
一
年遅
く
入
門
した
の
だ

か
ら
、
彼
が
引
退
す
るま
で
辞
め
ら
れ

な
い
」
と
の
思
いか
ら
だ
っ
た
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
 

今
後
の
抱
負
を伺
う
と
「
二
十
二
場

所
ぶ
り
に
十
両
に
上
が
れて
う
れ
し
い
。
 

で
も
、三
十
歳
を
超え
た
の
で
体
に
充

分
注
意
しな
が
ら
、少
し
で
も
長
く
自

分
の
型
（押
し
相
撲
）
の相
撲
を
と
り
た

い
」
と
き
っぱ
り
し
た
ロ
調
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
 

好
き
な
言
葉
は
「我
慢
」
だ
と
い
う
。
 

「
こ
れ
ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
方
々
や

師
匠
の
八
角
親
方
。
元横
綱
北
勝
海
）
ら

に
恩
返
し
を
し
た
い
か
ら
、
気
力
が
あ

る
う
ち
は
続
け
ま
す
」
と
我
慢
と
辛
抱

で
つ
か
み
と
った
関
取
の
座
を
か
み
し

め
て
い
ま
し
た
。
 

北
勝
岩
関
の
今後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
 

一
月
二
十
八
日か
ら
三
十
日
ま
で
の

三
日
間
、第
一
回
五
所川
原
市
内
小

・

中
学
校
美
術
展
がェ
ル
ム
の
街
シ
ョッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ェ
ル
ム
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
美
術
展
は
児童
・
生
徒
の
図工
美

術
教
育
の
充
実
と
向
上を
目
的
と
し
、
 

市
町
村
合
併
後
と
して
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
。
 

会
場
に
は
、市
内
の
全
小
・
中学
校

二
十
五
校
か
ら寄
せ
ら
れ
た
五
百
六
十

五
点
の
作
品
が並
び
、
来
場
者
は
版
画

や
図
画
の
ほ
か
、
壁
新
聞
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
紙
パ
ッ
ク
な
ど
身
近
な
材
料
を

利
用
し
た
立
体
工
作
に
足
を
と
め
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
かな
発
想
力
や
表
現
力

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
 

エ
夫
を
こ
ら
し

た
作
品

が
ず
ら
り
。
 

会
場
に
所
狭
し
と
並
び

ま
す
。
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宝くじロ、広く廿金に 
．立てられてい灯． 

宝くじは 
豊かさ築く 
チカラ持ち 

」
買く
じ
鷹
 

地
域
に
役
立
って
い
ま
す
 

五
所
川
原
市
前
田
野
目
自
治
会
 

審ぐじの
助成曇で
警個した
偽品 

助
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
普
及
広
告
の
た
め
、
宝
く
じ
の
収

益
金
を
活
用
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
五
所
川
原
市
前
田
野
目
自
治
会
 

（
新
谷
久雄
会
長
）
で申
請
し
た
と
こ
ろ
、
 

そ
の
特
色
あ
る
活
動
が
評
価
さ
れ
備
品
 
 

購
入
の
た
め
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
 

新
谷
会
長
は
、
「大
変
う
れ
し
い
で

す
。
大
切
に
あ
つ
か
い
、
大
い
に
活
用

し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
 

（相
談
窓
ロ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
／

総
務
課
・
内
線
4
0
5
)
?
 

鷹
膨
 

「文
化
財
防
火
デ

ー
」
 
の一
月
二
十

六
日
、
市
教
育
委
員
会
で
は
湊
に
あ
る

国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
平
山
家
住
宅
」
 

の
火
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 

訓
練
は
主
屋
の
台
所
か
ら
出
火
し
た

と
の
想
定
で
開
始
し
、
出
火
発
見
者
か

ら
の
通
報
を
受
け
て
消
防
車
が
到
着
、
 

消
防
隊
員
が
ポ
ン
プ
車
か
ら
、
市
職
員

が
放
水
銃
か
ら
勢
い
よ
く
放
水
し
て
消

火
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
 

文
化
財
を
火
災
や
震
災
か
ら
守
る
運
動

が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当
市
で
も
毎

年
火
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

す
乙
や
か
に
 
）
 

ポ
り
ツ
テ
ィア
潜
動
 

喜
良
市
老
人
ク
ラ
ブ
雑
巾
製
作
 

I
【十
 

ー
 

喜
良
市
老
人
ク
ラ
ブ
（
工
藤
義
光
会

長
）
に
よ
る
雑
巾
の
製
作
が
喜
良
市
老

人
集
会
所
「
い
こ
い
の
家
」
 
で行
わ
れ

十
八
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

各
自
が
持
ち
寄
っ
た
古
布
（
使用
済

み
シ
ー
ッ
等
）
を針
で
て
い
ね
い
に
縫

い
、
丈
夫
で
か
つ
使
い
ゃ
す
く
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
。
最
高
齢
（8
4歳
）
の
今
ミ

チ
エ
さ
ん
は
針
に
糸
を
通
す
作
業
や
運

針
も
ス
ム
ー
ズ
で
 
「と
て
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
仕
上
げ
た
雑
巾
は
五
百
八
十
枚

で
学
校
、
介
護
施
設
な
ど
に
配
る
予
定

で
す
。
 

善
意
の
碇
か
己
 

と
う
も
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た

⑥
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
斉
藤
正
弘
（
金木
町
沢
部
二
三
六
二

）
 

ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
五
十
個
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
つ
る
の
こ
保
育
園
（
下山
茂
元
園
長
）
 

訪
問
（和
太
鼓
演
奏
・
遊
戯
）
。
 

⑨
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
閥
北
武
開
襲
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
十

三
深
津
二
〇
九
）五
十
万
円
。
 

〇
ェ
ル
ム
専
門
店
テ
ナ
ン
ト
会
（加
賀

谷
忠
楽
会
長
）
二
十万
三
千
四
百
円
 

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
益
金

と
し
て
）
。
 

「新
年
会
に
各
専
門
店
か
ら
商
品
を

持
ち
寄
っ
て
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
を
し
た

時
の
売
上
金
で
す
。
教
育
振
興
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
雨
森
助
役
に

目
録
を
渡
す
加
賀
谷
会
長
 

4
.
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3月12日（日）に投票が予定されていま這 	b 
任期満了に伴う五所川原市農業委員会委員一般選挙は、 3 月 5 日（日）に告示され、 3月12日（日）に投票 

が予定されています。 

農業委員会委員は、 農地の転用や農地の売買・賃借、 あっせん、遊休農地の活用や認定農業の育成 

など農業全般にわたる助言・指導を行うとともに農家の利益代表として、 

地域農業発展のために活動します。 

五所川原市農業委員会の委員の選挙による定数は30人で、 

選挙区ごとの選挙すべき委員数は次のとおりです。 

選挙区 定 数 

第 1選挙区 7人 

第 2選挙区 6人 

第 3選挙区 7人 

第4選挙区 7人 

第 5選挙区 3人 

計 30人 

■この選挙で投票できる人 

平成17年 3 月31日確定の五所川原市農業委員会委員選挙人名簿に登録されている人です。選挙権 

がある人には、後日入場券を配布します。 

■立候補予定者説明会 

会 	場 選 挙 区 開 催 日 時 

五所川原市庁舎 第 1～第3選挙区 2月22日困午後2時 

金木庁舎 第4選挙区 2月22日困午後3時 

市浦庁舎 第5選挙区 2月22日困午後4時 

※立候補予定者は開催時間前までに各庁舎ハ、参集してください。 

■立候補届出書類事前審査 

会 	場 選 挙 区 開 催 日 時 

五所川原市庁舎 第 1～第3選挙区 

2月23日困～3月4日出 金木庁舎 第 4 選挙区 

市浦庁舎 第 5選挙区 

■立候補届出 

会 	場 選 挙 区 開 催 日 時 

五所川原市庁舎 第 1～第3選挙区 
3月5 日（日） 

午前 8時30分～午後 5時 
金木庁舎 第 4選挙区 

市浦庁舎 第 5 選挙区 

5 平成18年 2月15日 五所川原市役所 容35-2111 



五所川原市農業委員会委員一般選挙 

■不在者投票・期日前投票 

選挙の当日、投票所に行って投票できない人は、告示日の翌日から選挙期日の前日まで（ 3 月 6 

日～ 3 月11日）不在者投票・期日前投票ができます。入場券が届いていたら入場券をお持ちのうえ、 

各期日前投票所で投票をしてください。入場券が届いていない場合でも選挙権があれば投票できま

す。 

会 	場 選 挙 区 開 催 日 時 

五所川原市庁舎 第 1～第3選挙区 

午前 8 時30分～午後 8 時 金木庁舎 第 4 選挙区 

市浦庁舎 第 5選挙区 

■投票 

日時： 3 月12日（日） 午前 7時～午後 8時 

会場】5 選挙区29投票所 

一 ■無投票の場合 

' 	3 月 5 日（日）に立候補届出の受付が行われ、立候補者が各選挙区の

定数を超えない場合は、投票は行われませんのでご承知ください。 

■開票。選挙会（投票の場合） 

会 	場 選 挙 区 開 催 日 時 

コミュ二テイセンタ一中川 第 1 選挙区 3月12日旧）午後 9時 

中央コミュニテイセンタ― 第 2 選挙区 3月12日旧）午後 9時 

梅沢コミュニテイセンター 第 3選挙区 3月12日旧）午後 9時 

金木町商エ会館 第 4 選挙区 3月12日旧）午後 9時 

青森あすなろホール市浦 第5選挙区 3月12日旧）午後 8時30分 

■選挙会（無投票の場合） 

会 	場 選 挙 区 開 催 日 時 

五所川原市庁舎 第 1選挙区 3月13日（月）午前 9時00分 

五所川原市庁舎 第 2 選挙区 3月13日（月）午前 9時15分 

五所川原市庁舎 第3選挙区 3月13日（月）午前 9時30分 

金木庁舎 第 4選挙区 3月13日（月）午前 9時30分 

市浦庁舎 第5選挙区 3月13日（月）午前 9時30分 

■当選証書附与式 

会 	場 選 挙 区 開 催 日 時 

五所川原市庁舎 第 1～第3選挙区 

3月13日（月）午前11時 金木庁舎 第 4 選挙区 

市浦庁舎 第 5 選挙区 

五所川原市農業委員会委員一般選挙についてご不明な点がございましたら、お気軽に五所川原

市選挙管理委員会事務局 TEL 35一 2111（内線491'493)、金木庁舎皿53-2111（内線203)、 市浦庁舎

皿62-2111（内線15）へお問い合わせ ください。 

なお、選挙区及び投票所は次頁のとおりです。 
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五所川原市農業委員会委員ー般選挙 

■選挙区及び投票所 

選挙区 投票区 投 	票 	所 区 	域 

ー
  

1 コミュニテイセンタ一中川 
字新宮町、字芭蕉、字蘇鉄、大字新宮、大字長橋（字
藤島、字広野）、若葉、大字種井、大字田川、大字川山 

2 五所川原市立沖飯詰小学校 大字桜田、大字沖飯詰 

3 コミュニテイセンタ一飯詰 大字飯詰、大字下岩崎 

4 毘沙門・長富コミュニテイセンター 大字毘沙門、大字長富 

5 高瀬集会所 大字高瀬（第 6 投票区を除く） 

〔b
  

コミュニテイセンタ一三好 
大字鶴ケ岡、大字高瀬（字一本柳279番地～316番地、 
489番地、字鷹ノ爪191番地～331番地、500番地～501 
番地、字二見） 

7 藻川コミュニテイ消防センタ― 大字藻川 

(
Z
 
 

ー
  

中央コミュ二テイセン夕― 

字栄町、字田町、字元町、字鎌谷町、字新町、字柳
町、字岩木町、字布屋町、字東町、字川端町、字弥
生町、字本町、字大町、字旭町、字上平井町、字寺

町、字中平井町、字下平井町、大字長橋（字橋元）、 
字敷島町、字柏原町、字幾島町、字錦町、字末広町、 
字八重菊、字下り枝、字蓮沼、字不魚住、字鳥森、 
字幾世森、字雛田、字一ッ谷、大字小曲 

2 五所川原市立五所川原第三中学校 大字広田、大字七ッ館、みどり町 

3 五所川原市立栄小学校 大字稲実、大字姥庖、大字湊 

4
ー
 
 

松島会館 
大字石岡、大字吹畑、大字漆川（第 5 投票区、第 6 投

票区を除く）、松島町、大字唐笠柳（字藤巻243番地～ 

254番地、268番地、446番地、598番地） 

一
u
 
 

コミュ二テイセンタ一松島 

大字米田、大字金山、大字水野尾、大字唐笠柳（第 4 
投票区を除く）、大字ー野坪（字坪実90番地～91番地、 
字朝日田刀番地～78番地、字朝日田崎123番地、字狐
崎）、大字漆川（字玉椿） 

6 五所川原市立ー野坪小学校 
大字太刀打、大字一野坪（第 5 投票区を除く）、大字
漆川（字鍋懸77番地～131番地） 

3
  

1 梅沢コミュニテイセンタ― 大字梅田、大字中泉 

2 高野文化センタ― 大字高野、大字持子沢 

3 原子集会所 大字原子、大字俵元、大字羽野木沢 

4 五所川原市公民館前田野目分館 大字前田野目 

5 旧五所川原市立松野木小学校 大字戸沢、大字松野木 

6 コミュニテイセンター長橋 大字福山、大字豊成、大字浅井、大字野里、大字神山 

4
  

1 商工会館 
朝日山、芦野（第 6 投票区を除く）、浮洲、沢部（第 3 
投票区を除く）、菅原、玉水、嘉瀬（萩元244番地 1 ）、 
喜良市（富田123番地 4) 

2 五所川原市川倉ふれあいセン夕― 藤枝、川倉（第 6 投票区を除く） 

3 蒔田コミュ二テイ消防セン夕― 
蒔田、神原、沢部（116番地 2 -116番地 4 、 163番地 
3 、 206番地 1 -232番地 2 、 373番地、 397番地24) 

4 嘉瀬コミュニテイ消防センター 
中柏木、嘉瀬（第 1 投票区を除く）、喜良市（芦ケ沢46 
番地12) 

5 喜良市コミュニテイ消防センタ― 喜良市（第 1 投票区及び第 4 投票区を除く） 

6 大東ケ丘コミュニテイ消防センター 
芦野（363番地58. 363番地80. 363番地94.. 363番地102).. 
川倉（七夕野84番地553.. 84番地625-84番地725. 84 
番地1 404--84番地1407. 84番地1607--84番地1618) 

に

u
 
 

1 五所川原市基幹集落センター 相内 

2 五所川原市公民館太田分館 太田 

3 金木高校市浦分校 脇元、磯松 

4 五所川原市公民館十三分館 十三 

7 	平成18年 2月15日 五所川原市役所 谷35-21 11 



、
 

設
備
貸
与
制
度
（割
賦
・

リ
ー
ス
）
の
ご
案
内
 

・

年
金
手
帳
や
納
付
書
（
基
礎
年
金
番

号
の
分
かる
も
の
）
 

・

金
融
機
関
へ
の
届
出
印
 

・

預
貯
金
通
帳
 

◇
届
出
先
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所ま
た
は
指
定

さ
れ
て
い
る
金
融
機関
 

※
平
成
1
8年
4
月
分
か
ら
の
ロ
座
振
替

を
希
望
する
場
合
は
、平
成
1
8年
3
 

月
中
に
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
で
登

録
す
る
こと
が
必
要
と
な
りま
す
の

で
、
3
月
中
の
届
出
は
社
会
保
険
事

務
所
で
直接
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

圃
2
1あ
お
もり
産
業
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
 

皿
0
1
7
(
7
7
5
)3
2
3
4
 

中
小
企
業
の
公
的
な
支
援
機
関
で
あ

る
圃
2
1あ
お
も
り
産
業
総
合
支援
セ
ン

タ
ー
で
は
、県
内
中
小
企
業
者
の
方
の

設
備
投
資
を
応
援
す
る
た
め
、
低
利
 

（割
賦
損
料
・
・
年
率
1
・9
％
、
リ
ー
ス

料
・
・月
額
1
・3
6
2
%
5
2
・9
5
8
 

%
）
、長
期
（
最長
七
年
）
の
設備
貸
与

制
度
（割
賦

・
リ
ー
ス
）
を実
施
し
て
い

ま
す
。
 

機
械
、
装
置
、
車
両
等
（
土
地・
建

物
は
対
象
外
で
す
）
の
導
入
を検
討
さ

れ
て
い
る方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

、
 
ノ
 

自
動
車
の
名
義
変
更
・

廃
車
・
車
検
な
ど
の

手
続
き
は
お
早
め
に
 

国
土
交
通省
東
北
運
輸局
青
森
運
輸

支
局
 
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
手続
き
案
内
）
 

皿
0
5
0
(
5
5
4
0)
2
0
0
8
 

軽
自
動
車
検
査
協
会
青
森
事
務
所

軽
自
動
車
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
 

狙
0
1
7
(
7
6
2
)1
1
5
8
 

毎
年
3
月
は
、
各
申
請
及
び検
査
車

両
が
著
し
く
増
加
し
、中
で
も
週
末
と

中
旬
以
降
は特
に
集
中す
る
た
め
、窓

ロ
や
検
査
場
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。
 

皆
様
の
待
ち
時
間
の
短
縮
と
ス
ピー

 

デ
ィ
ー
な
手
続
き
を
実
施す
る
た
め
、
 

混
雑
す
る
時間
を
避
け
、早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
いた
し
ま
す
。
 

第
4
回
東
北
ポ
リ
テ
ク

ニ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

狙
（3
7)
3
2
0
1
 

研
究
発
表
や
作
品展
示
等
を通
じ
て

教
育
訓
練
の
内
容
を
地
域
の
みな
さ
ま

に
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
 
ど
な
た

で
も
参
加
で
きま
す
。
入
場
無
料
。
 

．
記
念
講
演
 

2
月
2
4日
団
 
1
0時

、
1
2時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

講
師
…
慶
地
義
範
（
中部
国
際
空
港
岡

取
締
役
専
務
執
行
役
員
）
 

テ
ー
マ
…
「今
な
ぜ
名
古
屋
が
注
目
さ

れ
る
の
か
」
、
中
部
国
際
空
港
を
通

し
て
み
る
そ
の
秘
密
、
 

●

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
・
研究
発
表
会
・

作
品
展
一
で
も
の
づく
り
体
験
コ
ー
 

ナ
ー
 

2
月
2
4日
岡
 
 
1
3時

、
1
6時
3
0分
 

2
5日
出
 
 
9
時
3
0分
5
1
5時

青
森
職
業
能
力
開
発短
期
大
学
校
 

大
町
ニ
丁
目
地
区
土
地
区
ノ

画
整
理
審
議会
委
員
当
選

人
が
決
定
しま
し
た
 

区
画
整
理
課
内

線
3
4
ー
 

さ
き
に
、
「広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
」
 

1
1月
1
5日
号
で
お
知
らせ
し
た
大
町
一
一
 

丁
目
地
区土
地
区
画
整
理
審議
会
委
員
 

選
挙
は
、
届
出
で
の
あ
った
候
補
者
の
 

数
が
選
挙
す
べき
委
員
の
数
を
超
え
な
 

か
っ
た
の
で
、投
票
は
行
い
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
 

土
地
の
所
有者
（
借地
権
者
）か
ら
選
 

ば
れ
た
審
議
会
委
員
は次
の
と
お
り
で
 

す
。
（
敬
称
略）
 

長
内
 
孝之
（
上
平
井町
）
 

長
谷
川
元
彦
（
鶴田
町
）
 

松
木
 
伸
一
（
旭
町）
 

橘
 
文
雄

（
唐
笠
柳）
 

金
川
 
豊
（
大
町
）
 

宮
川
 
忠
義
（
上
平
井
町
）
 

順
一
（
本
町）
 

宏
（
鎌
谷
町）
 

● 落辻 

、国
民
年
金
保
険
料
を
 

ノ
 

ロ
座
振
替
で
前納
す
る
と

お
得
で
す
 

国
保
年
金課
内
線
2
1
1
5
2
1
3
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2
月
跡

知
ら
絢
 

口
座
振
替
で
保
険料
を
納
め
る
と
、
 

手
間
や
時
間
が
省
け
て
納
め
忘
れ
もな

く
、
便
利
・
安
心
・
確実
で
す
。
 

ま
た
ロ
座
振
替
で前
納
す
る
と割
引

が
あ
り
ま
す
。
平
成
1
8年
4
月
に
保
険

料
を
1
年
分
前
納
し
た
場
合
、
現
金
前

納
で
は
2
9
5
0
円
の
割
引
で
す
が
、
 

口
座
振
替
で
は3
4
9
0
円
の
割
引
と

な
り
さ
ら
に
お
得
で
す
。（
平成
1
8年
度

の
割
引
額
）
 

ロ
座
振
替
で
の
前納
に
は
1
年
前
納
、
 

6
カ
月
前
納
が
あ
り
、
前
納
期
間
に
応

じ
て
保
険
料
が
割
引
さ
れま
す
。
 

そ
の
ほ
か
に
口
座振
替
で
の1
カ
月

毎
の
お
支
払
いな
ら
、
早
割
（そ
の
月

の
保
険料
を
同
月
の
末
日
に引
き
落
と

す
）
にす
る
と
月
5
0円
お
得
で
す
。（平

成
1
8年
度
の
割
引
額
）
 

※
半
額
免
除
の
承
認
を受
け
て
い
る
方

は
早
割
制
度
を
ご利
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

◇
必
要
な
も
の
 

・

ロ
座
振
替
納
付
申
出書
（
弘前
社
会

保
険
事
務
所
・
各金
融
機
関
に
あ
り

ま
す
）
 

、河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
〕
 

青
森
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課
 

阻
0
1
7
(7
3
4
)
4
5
9
0
 

ht
tp】ミ
w
w
w・t
hr・
ョ
「
t・9
0・
」
つ×
a
o
m
o
ュ、
 

河
川
愛
護
思
想の
啓
蒙と
と
も
に
、
 

河
川
情
報
等
を
把
握
す
る
た
め
、
河
川

愛
護
モ
ニ
ター
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
活
動
内
容
…
岩
木
川
に
関
す
る
地
域

住
民
か
ら
の
情
報
提
供
や
、河
川
に

つ
い
て
の
異
常を
発
見
し
た
場
合
の

通
報
な
ど
。年
に
数
回
あ
る
河
川
関

係
行
事
等
へ
の
参
加
。
 

◇
活
動
地
区
…
保
安
橋
（鶴
田
町
）
か
ら

五
所
川
原
大
橋
区
間
（
岩
木川
右
岸
）
 

◇
応
募
資
格
（
募集
人
員
1
名
）
 

①
岩
木
川
に
接
す
る
機
会
が多
く
、
河

川
愛
護
に
関心
を
持
ち
、
日
常
生
活

の
中
で
知
り
得
た
情
報
を
提
供
でき

る
方
（
満2
0歳
以
上
、
男
女
不
問
）
 

②
河
川
愛
護
月
間
（7
月
）
行
事
、モ
ニ

タ
ー
会
議
（
年1
回
程
度
）
等
に
出席

で
き
る
方
 

◇
報
酬
…
月
額
4
5
0
0
円
程
度
 

◇
期
間
…7
月
1
日
か
ら
1
年
間
 

◇
申
込
方
法

…
履
歴
書
及
び
「川
と
の

か
か
わ
り
」
 
につ
い
て
簡
単
に記
述

し
た
も
の
（
任
意様
式
）
を
郵送
く
だ

さ
い
。
5
月
1
9日
団
必
着
。
 

〒
卿
血
青

森
市
中
央
三
丁
目
叩
 

3
8
 
 
国
土
交
通
省
青
森
河
川
国
道
事

務
所
河
川
管
理
課
 



五所川原市 1月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

平成17年度統一標語 

あなたです火のあるくらしの見はり役 

火災・始館動 

問い合わせ 】 五所川原地区消防事務組合消防本部容35・2019（内線 25) 

区分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成18年 3 3 191 191 4 4 
平成17年 3' 3 180 180 4 4 
比 	較 0 0 11 11 0 0 

況 .マ 

介議保険料 

五所川原地区第 8 期 

の納期限です。 

忘れずに納めましよう。 

介護福祉課 内線273 

国民健康保険税 
第 8 期 

の納期限です。 

忘れずに納めましょう。 

収納課 内線431 -439 
旧五所川原地区のみ対象となりま

す。 
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皿
（3
4)5
9
7
9

エ
藤
（
夜
の
み
）
 

献
（4
2)2
6
3
1
 

子
ど
も
の
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会

で
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
間
が
い
る

と
、
苦
し
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け
で

な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
少
し
だ

け
勇
気
を
出
し
て
お
互
い
の
悩
み
を
出

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

毎
月
第
2
金
曜
日
 
1
9時
5
2
1時

中
央
公
民
館
 

2
0
0
6

新
卒
者
 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
 

事
務
局
狙
（
3
5)
2
5
7
0
成
田
 

新
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
心
構
え

と
実
践
的
訓
練
で
す
。
（
受
講
無
料
）
 

●

3
月
8
日
困
 
1
0時
5
1
3時
3
0分

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原

◇
研
修
内
容
…
社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
、
言
葉
づ
か
い
、
刻
儀
作
法
、
テ
ー
 

ブ
ル
マ
ナ
ー
（
食事
有
り
）
、職
場
内
 

技
能
講
習
会
の
お
知
ら
せ
 

閣
西
北
労
働
基
準
協
会
 

狙
（
3
5)
6
3
3
6
 

⑥
ポ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会
 

国
家
資
格
「
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
 

許
」
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

●

3
月
2
9日
困
5
3
1日
園
 

(
3日
間
）
 9
時
5
1
7時
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 
2
階
 

◇
受
講
料
 

・

一
 
般
 

1
0
5
0
0
円
 

・

高
校
生
 

8
4
0
0
円
 

・

テ
キ
ス
ト
代

…
2
2
0
0
円
 

（
ボイ
ラ
ー
実
技
、
ボ
イ
ラ
ー
図
鑑
）
 

◇
申
込
締
切
…
3
月
2
2日
困
か
定
員
6
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

×
 

遊
び
あ
う
大
人
と
し
て
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地
域
の
教
育
力
向
上
と
大
人
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士
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流
を
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的
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。
 

冬
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光
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軽
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軽
恋
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望
郷

じ
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ん
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」
な
ど
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の
津
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た
く
さ
ん
あ
り
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津
軽
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友
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ス
ト
ー
ブ
列
車
な
ど
 

〔
見
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岸
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◇
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※
参
加
無
料
。
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前
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が
必
要
。
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森
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自
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◇
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。
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中
央
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参
加
無
料

定
者
で
地
元
就
職
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定
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。
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市税の納付に 
轡麟j』周ぐ遣さい畿435-438 回座振替《 

平成18年度から、金木地区および市浦

地区にお住まいの方も市税の口座振替 

（自動振込）をご利用いただけるようにな

ります。ご希望の方は、市内の各金融機

関等の窓口でお申し込みください。 

⑥口座振替ができるもの ー  

市県民税（個人の普通徴収分） ト田 
固定資産税 

軽自動車税 

国民健康保険税 

田田 
善仁 
II lU   

事務分野 

・病人等介護 

・高齢者介護 
・家事全般など 

技能職分野 

・大工 
・襖・障子張り 
・植木勢定など 
‘刃物研ぎ 

新入会員を募集しますノ 

“高齢者の豊かな経験と能力”をご活用ください。 

サービス分野 

・宛名書き 
・賞状書き 
・書類伝票整理など 

管理分野 

・建物管理 

・駐車場管理 

・守衛など 

”爾動興鑑鰯轡愛鯵如難織費卑費製訪麟L 
津軽広域水道企業団（津軽事業部・西北事業部）では、指名競争入札参加資格審査申請の定期受付を

以下のとおり実施します。 

対 	象 

当企業目が発注する下記業務の指名競争 

入札に参加しようする方及び随時契約の 
方法により契約の締結を希望する方 
①建設エ事の請負業務 
②測量・設計などの建設関連業務 
③物品の製造や納入または警備・清掃・ 
保安・点検などの委託業務 

受付期間 
2 月28日（刈まで 
（土・日・祝日を除く 9 時～16時） 

有効期間 
2 年間 

（平成18年 8月 1 日～平成20年 7 月31日） 

提出先 

及び 

問い合わ 

せ先 

津軽広域水道事業可 
・西北事業部総務課 〒038-3164 

っがる市木造町柴田弥生田2-1 
1EL42-71 11 

・津軽事業部総務課 〒036- 0342 
黒石市大字石名坂字姥懐 2 

TELO 172-52-6033 

①建設工事の請負業務…青森県または国 

土交通省の統ー様式 

②測量・設計などの建設関連業務…青森 
県または国土交通省の統ー様式 

③物品の製造や納入または警備・清掃な 
どの業務…企業可で交付する書式 

提出書類 ※フラットフアイル（A4判S型・黄色） 
に綴り、表紙と背表紙に会社名を記入 
すること。 
③の企業団で交付する様式を郵送で請 
求する場合は、返信用封筒（角 2 号140 
円切手貼付、返信先記入）を必ず同封 
すること。 

持参・郵送どちらでもよい。 

申請方法 
受付票が必要な場合は持参すること。 
〔郵送の場合は返信用封筒（切手貼付、返 
信先記入）を同封すること〕 

そ の他 受付期間終了後は、一切受付をしない。 

シルバー人材センターは、就職は望めないが働く機会を得たい、何らかの収入を得たいという健康で働く

意欲のある高齢者の願いに応えるための団体で、地域の発展に寄与することを目的として運営されています。 

⑥会員はこんな仕事をしています 

―般作業分野 

・草刈り、除草 
・清掃 
・薬剤散布 

・配達 
・除排雪など 

専門技術分野 

・自動車運転など 

⑨会員の資格の更新 現在センターに登録している会
員の方は、 3月31日で資格が切れます。引き続き更新
を希望される方は、年会費3,000円と友の会会費500円
を持参のうえ、事務局まで。 

＠歎五所川原市シルバー人材センター 
TEL 34一 8844 または正L 35-2111（内線265） 五所川原市岩木町12番地 

五所川原市役所 容35-2 111 平成18年 2 月15日 10 



ti政連織パスのi馴司時間が 
】変更麟選鷹す 

ー喝r＼、1で 	豊 
×＼

\ 

 ' 

ロ ~ ~ 

亡, ~ ~ 

にョ企画課 
内線 

461・463 

【
金
木俳
句
会
】
 

迎
春

の
吾
に
杖

あ
り
踏

み
出
だ

す

馬

頭
尊

の

一
碑
凍

て
停

つ
裏
通

り

一
門
の

名
札

揃
う
て

初
稽
古

な

が
ら

へ
て
幸

せ
得

た
り
冬

帽
子
 

と
苔
《
又
ュ
が
わ
ら
 

〈
題
字
 
斎

藤

清
泉

〉
 

一
戸
 
耕
雨

長
内
 
帥
骨

沢
田
 

一
歩

沢
田
 
政
孝
 

一
村
が
ま
る
ご

と
舞

台
地

吹
雪

ッ
ア
ー
 
村
田
ひ

で
お

四
隅
ま
で

届
か

ぬ
明
か

り
冬

座
敷
 

峰
 

秀
女

妻

の
耳
わ
が
耳
遠

く
地

の
吹

雪
 

L
藤
 
速
水

初
買

や
ず
ぶ

と
き
貌

の
鱈

一
尾
 

高
橋
け
ん
 

冬
龍

る

こ
の
地

は
終

の
現

住
所
 

葛
西
 
幸
子

無
人
駅
発

つ
一
笛
や

初
電
車
 

山
本
 
れ
い

爺
婆
で

年
越
し

そ
ば

を
畷

り
け

り
 

芳
賀
 
久
子

幼
児

に
指
に
ぎ

ら

せ

て
初
詣
 

高
橋
ふ
み
ひ
こ

片
隅
で

そ
っ

と
開
き
し

初
み

く
じ
 

北
川
せ
つ
女

一
羽
来

て
ニ

羽
来

て
群
の
寒

雀
 
岩
田
し
げ

み

温
顔
の

農
夫

の
鎮
座
鏡
餅
 

松
川
 
青
雅
 

「
 健嬢難M'4 鷲蕊 

第11回「ザ☆こしょがわら元気厭重、 
参加者募集 

いつまでも元気で若さを保っ秘訣は、楽しみながら 

身体を動かす、考えながら物を作る、未知への挑戦な 

ど心と体のワクワクが大事です。 今回は健康増進やリ 

フレッシュ効果がある水中運動を行ないます。 

◇日時・・・3月 9日困 9時～15時 〔参加無料〕 

◇場所…「し～うらんど海遊館」 

＊保健センター五所川原からバスで送迎します。 

◇対象者…40歳以上 

◇申込締切・・・3 月 3日囲 先着30名 

※申込の際に昼食の弁当注文も受け付けます。 

わっ歯歯 
お子さんから大人の方まで大歓迎！ 妊婦さんは、 

母子健康手帳をご持参ください。 

◇ 3月 5 日（日） 10時15分～15時 〔参加無料〕 

ェルムの街SC 2階 ェルムホール 

◇内容…①歯の診察 ②歯の染め出し体験 

③デンタルフロス、 歯間ブラシの使い方 

④虫歯になりやすい体質かがわかるテスト 

（限定100名：11時～14時） 

その他、 盛りだくさん。 また、 いろいろな 「お口の 

疑問、悩み等」相談に応じます。 

※利用者先着200名に歯ブラシをプレゼント。 

◇主催・・・五所川原市、五所川原市国民健康保険 

◇共催…青森県歯科医師会北五支部会・看護協会西北 

支部・五所川原市民保健協議会・西北地方健 

康福祉センター 

3月1日困から、五所川原本庁～金木総合支所～市

浦総合支所を結ぶ五所川原市行政連絡バスの運行時間

が夏期ダイヤになります。 

運行ダイヤの詳細につきましては、広報 2月 1日号 

I P1oをご覧ください。 

し～うらんと海遊館 
メンテナンス休館のお知らせ 

2月28日閃～3月7日因の8日間 
メンテナンスのため休館を予定しています。 

皆様により良くご利用いただけるよう努力してまい 

りますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

メンテナンスにともない、 3月分の会費を割引価格 

とさせていただきます。 

月会員 5,000円 → 4,000円 

夫婦会員 9,000円 → 7,000円 

子供会員 2,500円 ＝> 2,000円 

不明な点はし～うらんどまでお問い合わせください。 

TEL27- 7373 

11 平成18年 2月15日 五所川原市役所 容35-2 111 



五所川原市食生活改善推進員会 

（ 健康相談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、 心の相談など保健師

が相談に応じます。 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地区 開催場所 開催月日 開催時間 

金木 
嘉瀬コミュニテイ消防センター 2 月24日岡 iO:00-11 :00 

大東ケ丘コミュニテイ消防センタ一 3 月 3 日囲 10:00--11 :00 

ぐ  母子相談 ） 
’お fさん、お母さん達の交流の場にもご利用できます。 

★五顧11原地区 〈母と子の相談日〉 

◆場 所・・・保健センター五所川原 

、 ◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開設日 時 間 内 	容 

3 月 1 日（水） 
3月15日困 

※15日の午後は電話
予約が必要で克 

1 0:00~ 12:00 
13:00~ 15:00 

・各月齢での成長、発達、 
育児、遊び、栄養（離
乳食等）相談 
・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 
3 月16日困 

※ 3月 6 日までに予 
約が必要です。 

10:00~ 12:00 
・ことばが遅い、発音が

ききとりにくい、ども
りなど 

★市浦地国 ェンゼル菱箱教室（乳児相談） 
◆場 所…市浦子育て支援センター（市浦アトム保育園内） 

◆持参するもの…母子健康手帳 

開設日 時 間 内 	容 

2 月27日（月） 10:00-1 1:00 
・ミニ勉強会、情報交換、 
身体計測、個別相談 

く  乳幼児健診 ） 
★五所川原地区 

◆場所・・・保健センター五所川原 

◆受付時間・・・12時15分～12時30分 

◆持参するも（加・‘母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容・・・小児科診察、歯科診察（1歳 6 カ月児・ 3 歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 カ月児）等 

対 象 児 期 日 

4 力月児健診 平成17年10月生まれ 3月 7 日閃 

1 歳 6 力月児健診 平成16年 9月生まれ 3月28日因 

3 歳 児 健 診 平成14年11月生まれ 3 月16日困 

※当日は、駐車場が混雑しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

★市浦地区 

◆場 所・・’保健センター市浦（ピンコロ館） 

◆受付時間…12時15分～12時45分 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル、 問診票 

◆主な内容・・・診察、身体計測、発達・育児相談、栄養相談等 

対 	象 	児 期 日 

平成17年 3 月 1 日～12月31日生まれ 3 月 3 日岡 

※お願い・・・健診に来られなかった方は、ご連絡ください。病気 
療養中のお子さんは、次回の健診を受けることができます。詳 
細については、各地区乳幼児健診の年間予定表をご覧ください。 

三誓誓古紙配合率100% 

1 人分 108kw2 

りんこようかん 

■作り方 

①りんご半分をすりおろし、100 ccの果汁を とる。残

りの半分は a を混ぜ合わせ柔らかくなるまで煮る。 

② b を鍋に入れ、煮溶かし、①のりんご果汁を加え

る。さらに練りあんを入れて溶かし、塩を加えて

味をととのえる。 

③バットに①の煮りんごを敷き、上から②を流し入

れ、冷やし固める。固まったら切り分けて盛りつ

ける。 

地元の生産者と消費者間で食・農・環境のあり方を

考え、「地元で採れる良い農産物を地元で消費しよう」 

という地産地消運動にぴったりのおやつです。おいし

く、新鮮な地場産品をおおいに利用しましょう。 

C 献血のこ案内 ） 
期 日 時 間 場 	所 

2 月26日旧） 10:00-16:00 イト一ョー力ド一・エルムの街 

3 月 2 日困 
9 】30-12 】00 JR五所川原駅 

13:30-16:00 JAごしよがわら市本店 

救急医療当番医 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電話 

2月19日 日
  

冨田胃腸科内科医院 
みどり町 

4 丁目128 34- 3211 

2 月26日 日
  

佐藤内科小児科医院 弥生町 4-2 35- 4155 

※ 1．対応時間（電話で確認） 9 時から17時まで。 

2 ．その他、消防署（救急病院紹介四34-4999）でも紹介します。 
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